
（別紙３）

～ 令和7年　12月　12日

（対象者数） 30名 （回答者数） 26名

～ 令和7年　12月　12日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
先生と連携を図り、子どもたちが楽しんで取り組める療育に

する

2
レクリエーション道具など導入して幅広く活動できるように

していく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
同じ学校、学年が近い子も多いこともあり関係性を構築する

ことが出来ればと考えている

2
保護者へのニーズを確認し、希望に応じて開催出来るよう検

討していく

3

プログラムによって専門の講師に来てもらっている
子どもたちの個性、特性を踏まえた上で、療育を行ってもらっ

ている

ワンフロアで子どもが伸び伸びと過ごすことが出来る
広いスペースを活用して窮屈に感じることなく過ごすことが出

来ている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

近隣の放課後児童クラブや児童館との交流が少ない

個性・こだわりの強い子が多く、自分の思い通りいかないこと

でトラブルになる可能性があり積極的に外部と交流することが

難しい

保護者交流会などの開催が出来ていない

共働き家庭が多く時間を取ることが難しい

同じ学校の子どもが多く、すでに保護者間で交流を持っている

こともあり、保護者からの強い要望がない

令和7年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　1月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　春日野ラボ

○保護者評価実施期間
令和7年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


